
 
 

神戸市民病院機構と西神戸医療センターの財務指標について 

 

１．運営費負担金（補助金）について 

・西神戸医療センターについては、救急医療や高度医療など不採算となる部分などに対し

て、公立病院に対する総務省の繰出基準に準じた補助。 

・神戸市民病院機構については、総務省の繰出基準に基づき、市から運営費負担金の繰出。 

 ⇒移管により機構と同じルールでの総務省の繰出し基準に基づく運営費負担金の繰出。 

 

【機構（運営費負担金）と西神戸医療センター（補助金）の相違】 

区 分 市民病院機構 西神戸医療センター 

根拠法令 地方独立行政法人法 神戸市補助金等の交付に関する規則等 

積算 ・行政、不採算医療分 

・企業債元利償還分 1/2 

・院内保育分 

・行政、不採算医療分 

・医療機器等購入額の 1/2 

・院内保育分 

26年度決算 3,517百万円 908百万円 

 

２．人件費について 

・西神戸医療センターの給与体系については、機構の給与体系と大きな変わりはない 

・給与費比率について、機構と大きな変わりはない（中央と西の中間） 

・医療機能による違いはあるものの、100床当たりの職員数も機構と大きな変わりはない 

（中央より低く西より少し高い水準） 

・平均年齢は両病院とほぼ同水準 

⇒移管により機構全体の給与費比率を特段押し上げるものではないと考えられる。 

 

【西神戸医療センターの人件費の推移】 

【西神戸医療センター】 24年度 25年度 26年度 

職員数 705 731 779 

100床当たり職員数 160.2 166.1 167.5 

給与費比率 47.6％ 47.7％ 49.7％ 

平均年齢 35 35 35 

 

【市民病院機構の人件費の推移】 

【機構全体】 24年度 25年度 26年度 

職員数 1,933 1,997 2,095 

100床当たり職員数 187.0 193.4 202.7 

給与費比率 46.7％ 47.0％ 49.1％ 

平均年齢 36 35 35 

 

 

 

 

 

当日配布資料 



 
 

（参考） 

区 分 
【中央市民病院】 【西市民病院】 

24年度 25年度 26年度 24年度 25年度 26年度 

職員数 1,397 1,445 1,538 536 552 557 

100床当たり

職員数 

202.5 209.4 222.9 149.7 154.2 155.6 

給与費比率 43.3％ 43.5％ 45.8％ 54.4％ 54.7％ 56.3％ 

平均年齢 35 35 35 36 36 36 

 

３．投資計画について 

・３病院ともに医療機器や建物の保全について、投資の平準化を図るため、投資計画・保

全計画を策定し計画的な更新を実施。 

・中央市民病院においては、23年 7月に新病院へ移転したことから建物保全費用が少ない。 

  

  【投資計画（27～30年度）】 
                          （金額単位：百万円） 

区 分 機構全体 西神戸医療センター 

機 器 651 342 

建物保全・改修 110 247 

計 761 589 

   ※電子カルテ、増築を除く年平均投資額。（以下の（参考）も同様） 

    

  （参考） 
（金額単位：百万円） 

区 分 中央市民病院 西市民病院 

機 器 361 290 

建物保全・改修 10 100 

計 371 390 

 


